



















































Definitions and Concepts of Tourism: 
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Abstract：
There arise some attempts claiming  a new concept such as hopeful tourism that responds to recent social changes. 
One such forerunner is the alternative tourism framework. This paper intends to put a new seed of thought for further 
conceptualization and innovation of tourism theory by reviewing thus far attempts to  form definitions and concepts of 


































　これに基づき1937 年「国際連盟統計委員会」（League of 
Nations Statistical Committee）は、国際的ツ リースト（international 





























































































































では Reise）などは Fremdenverkehr の本質的要素にならないと
論じていた者もあった（文献 P2: 詳しくはΩ3）。
　ドイツ語（圏）で、ツーリズムもしくは観光にあたる言葉
が Fremdenverkehr から Tourismus に 代 わった の は、と
りわけ 1967 年の国連提唱の国際観光年がドイツ語では

















ば、1979 年オーストラリア産業経済理論庁（Australian Bureau 



































































連合」（Ecumenical  Coalition on Third World Tourism：ECTWT）で、
オルター ナティブ・ツ リーズムは次のようなものと規定されている。
すなわち、「異なったコミュニティの人たちの間で行われる旅行








カル生活をよく見るもの（insight into local life）。
③ 商業的でない学習コースがあるもの（non-commercial  learning 
option：例えば学習ツアー、ワ クーショップ、交換訪問等）。
④ 第三世界ツ リーズムに関心を持つ諸国の組織やコミュニティ・

















































































（Commission Internationale pour la Protection des Régions Alpines：
CIPRA）は、1984 年、「クー ル宣言」を採択しているが、そこ
で、「ソフト・ツ リーズムとは、ツ リーズム地域住民とツ リーストと
の間で相互理解をもたらすところの、ツ リースト受け入れ地域
の文化的アイデンティティを損なわないところの、そのような形









































































































































伝統的ツ リーズム オルター ナティブ・ツー リズム







行　動 滞在者的 滞在者的 探究者的 探究者的




























??世間ずれ 少々 かなり 殆どなし ごく小程度
漏　出 少々 少々 恐らく多量 恐らく多量
??
地域コン
トロール 少し まずなし 多い 少々 影響あり






















































































































































































































































① サステェイナブル・ツ リーズム（sustainable tourism）：国連提唱
の環境の持続的保持の命題に準拠したツ リーズムを提唱す
るもの。オルター ナティブ・ツ リーズムの主要形態である。
② エコ・ツ リーズム（eco-tourism）：サステェイナブル・ツ リーズム
の一種であるが、なかでも自然環境の生態学的維持を主眼
としたツ リーズムを提唱し、実行するもの。








⑤ メディカル・ツ リーズム（medical tourism）：日本で「医療ツ リー
ズム」といわれるもので、主として医療をうけるため他の地
域（国）に行くもの。
⑥ バース・ツ リーズム（birth（right） tourism）：生まれてくる子供が、
誕生地の国籍を取得できるよう、前もって親が希望国に入
国しておくもの。
⑦ エデュケーショナル・ツ リーズム（educational tourism）：留学の
ようにより良き教育を求めて他の地域（国）に行くもの。








⑩ ドゥー ム・ツ リーズム（doom tourism）: 絶滅に瀕している動・
植物の現場を訪れ、その深刻さや救済方法を学ぶことを主
眼とするもの。サステェイナブル・ツ リーズムの一種。
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